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で
す
。

日
本
空
手
協
会
の
目
的
は
、
会
員
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
会
員
に
対
し
て
は
、

三
つ
の
こ
と
を
伝
導
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
の
伝
導
は
、
日
本
空
手
協
会
の
思
想

を
伝
導
す
る
こ
と
で
す
。

日
本
空
手
協
会
の
思
想
は
、
仏
教
と
儒
教

と
神
道
の
総
合
的
な
教
え
で
す
。

最
高
師
範
・
船
越
義
珍
先
生
は
「
唐
手
」

の
「
唐
」
の
字
を
「
空
」
に
変
え
、「
空
手
」

と
し
、
さ
ら
に
「
道
」
と
つ
け
て
、「
空
手

道
」
と
致
し
ま
し
た
。
大
乗
仏
教
の
般
若
心

経
の
「
色
即
是
空
（
し
き
そ
く
ぜ
く
う
）」

か
ら
「
空
」
を
取
り
入
れ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
道
場
訓
で
す
。

道
場
訓
は
、
空
手
道
の
稽
古
の
中
か
ら
学

び
得
る
こ
と
を
儒
教
の
教
え
を
通
し
て
、

「
五
条
訓
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

人
格
完
成
を
目
指
す
教
え
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
神
道
で
す
。
産
霊
と
書
い

て
「
む
す
び
」
と
読
み
ま
す
、
何
事
も
こ
の

産
霊
に
よ
っ
て
、
技
の
確
立
が
で
き
、「
真

理
」「
生
き
る
力
」
を
会
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
人
生
を
し
っ
か
り

と
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
空
手
の
技
の
中
か
ら
私
は
会

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
神
道

の
教
え
で
す
。

こ
れ
ら
の
思
想
を
国
内
は
元
よ
り
、
世
界

に
発
信
・
伝
導
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
際
社

会
に
お
け
る
平
和
貢
献
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
空
手
協
会
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

第
二
の
伝
導
は
、
日
本
空
手
協
会
の
「
極

め
」
の
空
手
で
す
。

極
め
の
空
手
の
「
一
本
勝
負
」
を
世
界
に

伝
導
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

第
三
の
伝
導
は
、「
守
・
破
・
離
」
の
修

行
の
過
程
か
ら
、
指
導
員
そ
れ
ぞ
れ
が
会
得

し
た
真
理
を
伝
導
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
の
三
つ
の
伝
導
は
新
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

日
本
空
手
協
会
で
は
、
こ
の
三
つ
の
伝
導

を
大
切
に
守
り
、
多
く
の
指
導
員
が
世
界
中

で
伝
導
し
て
、
今
日
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
連
な
る
時
間
の
中
で
、

限
り
あ
る
生
を
生
き
る
存
在
と
し
て
、
自
分

が
何
を
為
す
べ
き
か
を
考
え
、
こ
の
伝
統
文

化
を
継
承
し
、
後
世
へ
と
伝
え
て
い
く
真
摯

な
態
度
こ
そ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。こ

れ
か
ら
も
、
日
本
空
手
協
会
は
漸
進
的

に
こ
の
三
つ
の
伝
導
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
公
益

社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
と
し
て
、
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
自
己
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
か
れ
る
こ
と

を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

専務理事　森　俊博
社団法人日本空手協会

社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
の
会
員
の
皆

様
、
昨
年
未
曾
有
の
被
害
と
死
者
を
出
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

震
災
の
際
は
、
国
内
外
に
い
る
多
く
の
会

員
の
皆
様
か
ら
激
励
を
頂
き
、
さ
ら
に
心
の

こ
も
っ
た
義
援
金
を
福
島
県
・
宮
城
県
の
会

員
の
皆
様
へ
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
産
経
新
聞
社
を
通
し
て
、
多
く
の

被
災
者
に
義
援
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
日
本
空
手
協
会
の
使
命
は
、
会
員

の
幸
せ
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
幸
せ
と
は
、
日
本
空
手
協
会
の
精

神
・
思
想
を
、
空
手
を
通
じ
て
伝
導
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
会
員
を
幸
せ
へ
と
導
く
こ
と
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■
日
本
大
好
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

”
日
本
大
好
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？

多
摩
大
学
の
村
山
ゼ
ミ
が
主
催
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
平
成
20
年
秋
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
場
を
設
け
、
多

く
の
人
々
に
日
本
を
深
く
理
解
し
、
心
か
ら

「
大
好
き
」
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
で

― 2 ―

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

奥家沙都美、猪越悠介・総本部指導員による捕り。「小学校の授業で教えるのは初めてですが、一人でも空手を始めたい
と思って頂けるよう頑張りたいと思います」（猪越）

去
る
２
月
８
・
10
・
13
・
15
日
、
東
京
・
板
橋
区
に
あ
る
区
立
大
谷
口
小
学
校
（
昭
和
33
年
６
月
１
日
創
立
）
に
て
、

（
社
）
日
本
空
手
協
会
の
総
本
部
指
導
員
が
空
手
道
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

細田晴夫さんが、突きの指導を分かりやすくゆっくりと行いました。

大きな気合いで、突き・蹴りを繰り出す子供達。

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
承
、
心
と
礼
儀
を
学
ぶ

総
本
部
指
導
員
が
、
小
学
校
の
授
業
で
空
手
指
導

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
承
、
心
と
礼
儀
を
学
ぶ

総
本
部
指
導
員
が
、
小
学
校
の
授
業
で
空
手
指
導

す
。具

体
的
に
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
館
、

高
齢
者
施
設
等
を
訪
問
。

将
棋
、
三
曲
（
箏
、
尺
八
、
三
味
線
）、
和

太
鼓
、
茶
道
、
和
紙
漉
き
、
水
墨
画
、
紙
芝
居

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
（
今
年
２
月
ま

で
に
延
べ
２
万
人
が
参
加
）。

空
手
部
門
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
社
団
法
人

日
本
空
手
協
会
。
３
年
前
か
ら
、
幼
稚
園
を
中

心
に
約
40
箇
所
を
回
り
、
空
手
道
の
魅
力
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。

■
迫
力
満
点
の
演
武

去
る
２
月
10
日
、
午
後
１
時
40
分
か
ら
空
手

道
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
板
橋
区

立
大
谷
口
小
学
校
５
〜
６
年
生
28
名
の
皆
さ

ん
。

「
空
手
っ
て
？
(-_-)
？
」
と
い
う
子
供
達
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
ま
ず
は
突
き
・
蹴
り
を
教
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

虎足底（こし）で蹴ることなどを様々なアプローチで説明した高橋敏・総本部指導員。

皆がびっくりした谷山卓也・総本部指導員、形の燕飛。

正座を教える猪越指導員と真剣に取り組む子供たち。

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

突
き
は
拳
の
握
り
か
ら
始
め
、
空
手
の
醍
醐

味
で
あ
る
蹴
り
は
高
橋
敏
・
総
本
部
指
導
員
が

見
本
を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
教
え
ま
し
た
。

突
き
10
分
、
蹴
り
10
分
の
時
間
配
分
で
し
た

が
、
筋
の
良
い
子
は
ビ
シ
ッ
と
し
た
突
き
・
蹴

り
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
谷
山
卓
也
・
総
本
部
指
導
員
が
形
の
燕
飛

を
披
露
。

拍
手
喝
采
を
浴
び
た
後
は
、
奥
家
沙
都
美
、

猪
越
悠
介
・
総
本
部
指
導
員
に
よ
る
捕
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

合
計
で
10
分
ほ
ど
の
演
武
で
し
た
が
、
力
強

い
動
き
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
に
、
子
供
達
は
一

挙
一
投
足
も
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
眼
差
し

を
向
け
て
い
ま
し
た
。

■
武
道
精
神
に
触
れ
る

ぐ
っ
と
子
供
達
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
た
後

で
、
責
任
者
の
谷
山
指
導
員
は
、
次
の
よ
う
に

語
り
か
け
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
空
手
は
、
た
だ
強
け
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
人
格
完
成
を
目
指

す
た
め
の
”道

“で
す
。
そ
の
た
め
、
正
座
・
礼

の
仕
方
も
学
び
ま
し
ょ
う
」

学
校
で
は
イ
ス
に
座
る
生
活
が
中
心
の
子
供

た
ち
。
武
道
な
ら
で
は
の
礼
儀
作
法
に
、
あ
る

子
供
は
緊
張
の
面
持
ち
で
、
あ
る
子
供
は
笑
顔

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
45
分
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
午
後
２

時
25
分
に
体
験
学
習
は
終
了
し
ま
し
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
高
橋
指
導
員
は
「
興
味
を

抱
い
た
子
供
が
空
手
を
始
め
、
礼
儀
や
忍
耐
力

を
身
に
つ
け
て
、
心
か
ら
日
本
を
好
き
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
歩
む
人
生
も
大
好
き
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

空手道の指導をして欲しい
幼稚園・小学校募集！

空手道を体験してみたい幼稚園・小学

校を募集しています。

また、空手人口が減りやすい中学生の

部を強化するために、JKA総本部で中

学生ユースのクラス創設に取り組んでい

ます。

詳しくは、JKA総本部（電話03－

5800－3091・谷山）までご連絡下さい！

『 心 を 満 た す 旅 』 創 り  

＜観光庁長官登録旅行業第67号／IATA公認代理店／JR各社指定業者＞ 

〒100ー0006　東京都千代田区有楽町2ー2ー1　ラクチョウビル5Ｆ 

TEL :（03）3572-1461  FAX :（03）3573-7733
ホームページ：http://www.travelnippon.co.jp
担当：三浦　e-mail：h.miura@travelnippon.co.jp

株式 
会社 トラベル日本 
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本
年
度
か
ら
、 

中
学
校
の
体
育
で 

武
道
が
必
修
と 

な
り
ま
す 

ひ
ょ
っ
と
し
て 

皆
さ
ん
の
学
校
で 

空
手
道
が
採
用 

さ
れ
る
か
も 

し
れ
ま
せ
ん 

…
… 

ま
ず
空
手
の 

突
き
と
蹴
り 

を
覚
え
よ
う 

こ
の
機
会
に
　 

ぜ
ひ
正
し
い 

空
手
道
を
修
得 

し
ま
し
ょ
う 

１ 正
拳
の
握
り
方
と
使
用
部
位 

自
然
体
（
外
八
字
立
ち
） 

に
な
り
、
両
拳
を 

腰
に
構
え
る 

〈
正
拳
突
き
〉 

わ
あ 

突
い
た
瞬
間
に 

拳
を
強
く 

握
り
こ
む 

一本勝負 

一本勝負 

脇
が
あ
く 

坂丘のぼる 

肘
で
脇
を 

こ
す
る 

よ
う
に 

し
て
、 

 

谷山卓也の 
JKA空手道レッスン① 

２ ３ 

正拳 

手首をまっすぐにする 

外八字立ち 
肩
が
上
が
る 

こ
れ
で 

  

極
め  

が 

で
き
ま
す 

” 

“ 

か
っ
こ 

い
い
!!
 先

生 

み
た
い
に 

で
き
な
い
よ 

う
ま
く 

で
き
な
い
人
は 

グ
ー
パ
ー
を 

繰
り
返
し
て 

み
よ
う 

こ
れ
に
よ
り
、 

  

極
め  

に
必
要
な
筋
力
を 

強
化
で
き
る
よ 

お
風
呂
の 

中
で
や
る
と 

効
果
的
!!
 

１
０
０
回
を 

目
標
に
や
っ
て 

み
よ
う 

“ 

” 

中
心
線
上 

に
突
き 

を
出
す 

谷山卓也の 
JKA空手道レッスン① 

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報
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支
持
脚
の 

踵
を
上
げ 

な
い
こ
と 

無
理
に
高
く 

蹴
ら
な
く
て
も
い
い
よ 

正
し
い
姿
勢
で
蹴
る 

こ
と
が
大
切
で
す 

〈
座
礼
〉 

膝
を
軽
く
曲
げ
て 

閉
足
立
ち
で 

構
え
る 

〈
前
蹴
り
〉 

稽
古
の
始
め 

と
終
わ
り 

に
は
必
ず
礼
を 

し
ま
す 

正
中
線
上
に 

膝
を
高
く 

か
い
込
む 

使用部位 

〈閉足立ち〉 

不
安
定
に 

な
る
よ 

ス
ポ
ー
ツ
競
技 

で
は
座
礼
は 

行
い
ま
せ
ん 

空
手
道
で 

正
し
い
座
礼
を 

覚
え
て
下
さ
い 

結
び
立
ち
で
上
体
を 

約
30
度
傾
け
る 

 虎趾 
 

足
首
を
曲
げ
て 

爪
先
が
正
面
を
向
く 

膝
が
割
れ
て
　 

足
首
が
伸
び
る 

虎
趾
（
こ
し
）
を 

押
し
出
し
て
蹴
っ
て 

素
早
く
引
き 

戻
す 

①
踵
を
合
わ
せ
て
　 

結
び
立
ち
に
な
る 

②
右
膝
を
つ
け
る 

背
中
を
丸
め 

な
い
こ
と 

〈
立
礼
〉 

〈結び立ち〉 

③
左
膝
を
つ
け
て
　 

正
座
す
る 

④
左
手
↓
右
手
の 

順
で
手
を
つ
く 

⑤
礼
を
す
る 

右足の 
親指を上に 
重ねる 

 こし 

一本勝負 

一本勝負 

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

男
子
個
人
組
手

男
子
個
人
組
手
（
70
歳
以
上
）
は
、
８
名
が
参

加
。注

目
は
、
神
野
勝
（
福
岡
）。
一
回
戦
で
四
連

覇
を
狙
う
吉
村
国
雄
（
兵
庫
）
に
足
払
い
か
ら
の

上
段
突
き
を
極
め
、
勝
利
。
準
決
勝
で
は
、
伊
藤

俊
雄
（
静
岡
）
に
上
段
突
き
（
技
有
り
）
を
２
回

極
め
、
決
勝
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

対
戦
相
手
は
、
70
歳
の
松
井
孝
洋
（
青
森
）。

５
年
ぶ
り
と
な
る
両
者
の
対
戦
は
、
神
野
が
中
段

突
き
で
先
制
。

し
か
し
、
５
年
前
の
決
勝
で
負
け
て
い
た
松
井

が
中
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、
逆
転
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
。

男
子
個
人
組
手
（
65
歳
以
上
）
は
13
名
が
参
加
。

本
命
は
四
連
覇
を
目
指
す
根
本
功
（
千
葉
・
67

歳
）。
準
決
勝
で
は
岸
根
長
司
（
大
阪
）
に
合
わ

せ
一
本
勝
を
収
め
た
。

決
勝
の
相
手
は
、
去
年
と
同
じ
谷
川
幸
男
（
空

手
歴
49
年
）。

決
勝
戦
は
「
昨
年
は
根
本
先
生
の
間
合
い
で
戦

っ
た
こ
と
が
敗
因
」
と
語
っ
た
谷
川
が
果
敢
に
攻

め
、
先
制
。

し
か
し
、「
胃
癌
（
再
発
）
の
手
術
を
し
て
、

ま
だ
一
ヶ
月
あ
ま
り
。
そ
れ
に
加
え
、
両
足
を
肉

離
れ
」
と
い
う
根
本
が
満
身
創
痍
の
体
か
ら
中
段

突
き
を
繰
り
出
し
、
同
点
と
す
る
と
、
さ
ら
に
谷

川
の
中
段
蹴
り
を
捌
き
、
中
段
突
き
を
極
め
て
、

四
連
覇
を
掴
み
取
っ
た
。

男
子
個
人
組
手
（
60
歳
以
上
）
は
30
名
が
参
加
。

「
18
歳
か
ら
空
手
を
始
め
た
」
と
い
う
60
歳
の
高

橋
邦
也
（
東
京
）
が
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

対
戦
相
手
は
岩
田
純
明
（
栃
木
）。
２
回
目
と

な
る
両
者
の
試
合
は
、
高
橋
が
上
段
突
き
で
先
制
。

す
ぐ
さ
ま
岩
田
も
上
段
突
き
で
追
い
つ
く
展
開
と

な
る
。

最
後
は
「
２
位
が
２
回
、
ど
う
し
て
も
優
勝
し

た
か
っ
た
」
と
い
う
高
橋
が
上
段
突
き
を
極
め
、

悲
願
の
初
優
勝
。

男
子
個
人
組
手
（
55
歳
以
上
）
は
29
名
が
参
加
。

本
命
は
、
３
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
を
狙
う
小
山

孝
一
（
千
葉
）。

準
決
勝
で
池
田
欣
也
（
直
轄
団
体
）
に
中
段
蹴

り
を
二
発
極
め
、
決
勝
へ
。

対
戦
相
手
は
、
横
須
賀
秀
夫
（
千
葉
）。

試
合
は
小
山
の
後
ろ
蹴
り
を
捌
い
た
横
須
賀
が

上
段
突
き
で
先
制
。
さ
ら
に
小
山
の
蹴
り
に
合
わ

せ
て
、
上
段
突
き
を
極
め
た
横
須
賀
が
初
優
勝
。

34
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
50
歳
以
上
）

決
勝
は
、
準
優
勝
３
回
の
笹
沼
充
夫
（
栃
木
）
と
、

昨
年
一
つ
下
の
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
空
手
歴
30
年

の
塩
田
卓
央
（
直
轄
団
体
）
が
対
戦
。

笹
沼
が
上
段
突
き
を
極
め
れ
ば
、
塩
田
が
中
段

突
き
で
同
点
に
追
い
つ
く
。
最
後
は
笹
沼
が
中
段

突
き
を
極
め
、
初
優
勝
。

去
る
11
月
６
日（
日
）、
東
京
・
亜
細
亜
大
学
体
育
館
に
て
、
第
11
回
熟
錬
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
選
手
約
３
０
０
名
、

審
判
約
60
名
が
参
加
し
た
。

●
日
時
／
２
０
１
１
年
11
月
６
日
（
日
曜
日
）
●
場
所
／
亜
細
亜
大
学

体
育
館
　
●
主
催
／
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会

上／男子個人組手（70歳以上）決勝は「18歳で空手を始めて、今年
で70歳。週2～3回の練習」という松井孝洋（青森・写真右）が5年前
の決勝で敗れた神野勝（福岡）に勝利。

右
／
男
子
個
人
組
手
（
65
歳
以
上
）
決
勝
、
空
手
歴
51
年
の
根
本
功
（
千
葉
・

67
歳
）
が
谷
川
幸
男
（
空
手
歴
49
年
）
を
下
す
。

男子個人組手（60歳以上）決勝、高橋邦也
（東京・写真右）が岩田純明（栃木）に追い
突きを極め、勝利。

上／男子個人組手（55歳以上）決勝、静の横須賀秀夫
（千葉・写真右）が動の小山孝一（千葉）に上段突き
を連続で極め、優勝。

右
／
男
子
個
人
組
手
（
50
歳
以
上
）
決
勝
、
笹
沼
充
夫
（
栃
木
）

が
塩
田
卓
央
（
直
轄
団
体
）
を
退
け
、
初
優
勝
。
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男
子
個
人
組
手
（
45
歳
以
上
）
は
25
名
が
参
加
。

成
澤
誠
一
（
宮
城
）
と
堅
山
龍
一
（
千
葉
）
と
い

う
優
勝
候
補
同
士
の
決
勝
と
な
っ
た
。

両
者
一
歩
譲
ら
ず
の
試
合
と
な
り
、
突
き
で
技

有
り
を
一
つ
ず
つ
奪
い
合
う
が
、
堅
山
が
痛
恨
の

強
打
。
成
澤
が
反
則
勝
ち
を
収
め
た
。

男
子
個
人
組
手
（
40
歳
以
上
）
は
42
名
が
参
加
。

昨
年
の
覇
者
・
藤
井
康
弘
（
青
森
）
を
下
し
た
嶽

野
英
樹
（
長
野
）
が
決
勝
へ
と
進
む
が
、
小
嶋
健

（
埼
玉
）
に
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
ら
れ
、
惜

敗
し
た
。

男
子
個
人
形

14
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
男
子
個
人
形
（
70
歳

以
上
）。

「
昭
和
33
年
か
ら
空
手
を
始
め
た
」
と
い
う
長
久

保
雅
生
（
72
歳
・
神
奈
川
）
が
「
腰
の
キ
レ
を
意

識
し
た
」
と
い
う
半
月
（
42
・
２
）
で
初
優
勝
。

16
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
形
（
65
歳
以
上
）。

決
勝
は
、「
半
年
前
に
前
立
腺
癌
の
手
術
を
行
っ

た
が
、
入
院
中
か
ら
筋
ト
レ
は
欠
か
さ
な
か
っ
た
」

と
い
う
折
目
哲
哉
（
東
京
三
多
摩
）
が
五
十
四
歩

大
を
演
武
。
41
・
９
を
出
す
が
、
同
期
の
根
本
功

（
千
葉
）
も
十
手
で
同
得
点
を
出
し
、
同
点
決
勝

へ
。
両
者
の
争
い
は
、
折
目
42
・
３
、
根
本
42
・

２
と
な
り
、
折
目
が
９
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
。34

名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
形
（
60
歳
以
上
）

は
、「
普
段
は
週
４
回
の
練
習
」
と
い
う
空
手
歴

44
年
の
古
宇
田
巌
（
千
葉
）
が
壮
鎮(

41
・
４
）

で
優
勝
。
決
勝
後
、「
ゆ
っ
く
り
か
ら
の
締
め
込

み
、
強
い
動
作
に
入
り
込
む
間
に
気
を
つ
け
て
行

い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

55
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
55
歳
以
上
）

は
同
点
決
勝
と
な
っ
た
が
、
四
連
覇
を
狙
う
小
日

向
敏
則
（
新
潟
）
が
雲
手
で
42
・
５
の
高
得
点
を

出
し
、
小
山
孝
一
（
千
葉
）
の
十
手
を
退
け
た
。

右
／
男
子
個
人
形
（
55
歳
以
上
）
で
優
勝
し
た
の
は
、「
四
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
よ
り

も
、
納
得
が
い
く
雲
手
が
で
き
る
の
か
と
い
う
自
分
と
の
勝
負
で
し
た
」
と
語
っ
た
小

日
向
敏
則
（
新
潟
）。

右
／
男
子
個
人
形
（
60
歳
以

上
）
で
優
勝
し
た
古
宇
田
巌

（
千
葉
）
の
壮
鎮
。

左
／
男
子
個
人
形
（
70
歳
以
上
）
は
、
長
久
保
雅
生
（
神
奈
川
）
が
神
野
勝

（
福
岡
）
と
の
半
月
対
決
。

上／男子個人組手（45歳以上）決勝は、成澤誠一（宮城・写
真右）が堅山龍一（千葉）に反則勝ち。

上／男子個人組手（40歳以上）決勝、小嶋
健（埼玉）が嶽野英樹（長野）を下す。

右
／
男
子
個
人
形
（
65
歳
以
上
）、「
３
年
に
一
度
形
を
か
え
る
」
と
い
う
折
目
哲
哉
（
東
京
三
多
摩
）
が
９
回
目
の
優

勝
（
２
位
１
回
、
失
格
１
回
）。
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33
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
50
歳
以
上
）

は
、
空
手
歴
41
年
の
真
下
宗
司
（
群
馬
）
が
、
壮

鎮
（
41
・
３
）
で
、
二
年
連
続
３
回
目
の
優
勝
。

30
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
45
歳
以
上
）

決
勝
は
加
福
明
浩
（
青
森
）
が
壮
鎮
、
大
野
広
光

が
燕
飛
を
演
武
す
る
が
２
回
と
も
同
点
と
な
り
、

三
度
目
は
両
者
慈
恩
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
。

結
果
は
加
福
が
０
・
５
上
回
り
、
初
優
勝
。

42
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
40
歳
以
上
）。

「
今
年
か
ら
長
野
に
戻
り
、
週
４
回
汗
を
流
し
、

走
り
込
ん
で
き
ま
し
た
（
週
３
回
６
キ
ロ
）」
と

い
う

野
英
樹
（
長
野
）
が
、
五
十
四
歩
小
で

42
・
３
。
２
位
の
小
嶋
健
（
埼
玉
）
に
０
・
５
差

を
つ
け
、
二
年
ぶ
り
の
優
勝
。

女
子
個
人
組
手

女
子
個
人
組
手
（
40
歳
以
上
）
の
本
命
は
、
６

年
連
続
組
手
＆
形
優
勝
の
安
藤
陽
子
（
埼
玉
）。

「
今
日
は
怪
我
が
多
か
っ
た
。
普
段
の
稽
古
量
が

少
な
い
の
か
も
」
と
は
い
う
が
、
蓋
を
開
け
て
み

れ
ば
、
瞬
く
間
に
決
勝
へ
。

決
勝
で
も
宮
本
洋
子
（
静
岡
）
に
対
し
、
上
・

中
段
突
き
を
極
め
て
、
７
回
目
の
優
勝
。

女
子
個
人
組
手
（
60
歳
以
上
）
決
勝
は
、
３
年

連
続
と
な
る
澤
田
貞
子
（
千
葉
）
と
根
本
真
理
子

（
千
葉
）
が
対
戦
。
二
人
の
試
合
は
、
昨
年
、
勝

利
し
た
根
本
に
澤
田
が
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め

て
、
５
回
目
の
優
勝
。

女
子
個
人
組
手
（
45
歳
以
上
）
は
、
準
決
勝
で

空
手
歴
18
年
の
野
田
留
美
子
（
福
岡
）
が
高
野
康

子
（
東
京
三
多
摩
）
に
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。

決
勝
で
は
、
二
年
前
に
決
勝
で
対
戦
し
た
長
谷

川
由
美
（
兵
庫
）
と
対
戦
し
、
再
試
合
で
上
段
突

き
を
極
め
て
、
四
連
覇
を
達
成
。

女
子
個
人
組
手
（
35
歳
以
上
）
の
注
目
は
、

「
学
生
時
代
、
形
で
関
東
王
者
、
イ
ン
カ
レ
で
は
組

手
で
３
位
」
の
実
績
を
持
つ
天
野
美
陽
（
栃
木
）。

準
決
勝
で
清
水
可
奈
（
長
野
）
に
中
段
突
き
を
二

回
極
め
、
決
勝
へ
。

決
勝
は
０
│
０
と
な
り
、
再
試
合
と
な
る
が
、

加
福
美
和
子
（
青
森
）
に
中
段
突
き
を
極
め
て
、

優
勝
。

上／男子個人形（45歳以上）、「3回目の慈
恩は協会らしさを出そうと心がけた」とい
う加福明浩（47歳・青森）が優勝。

右
／
男
子
個
人
形
（
50
歳
以
上
）、「
立
ち
方
、
蹴
上
げ
を
意

識
し
た
」
と
い
う
真
下
宗
司
（
群
馬
）
が
壮
鎮
で
優
勝
。

右
／
女
子
個
人
組
手
（
50
歳
以
上
）
決
勝
は
、
昨
年
反
則
負

け
で
悔
し
涙
を
飲
ん
だ
古
川
和
代
（
東
京
）
が
中
澤
悦
子

（
東
京
）
に
上
段
突
き
を
極
め
、
技
有
り
を
守
り
き
り
、
７
回

目
の
優
勝
。

右
／
男
子
個
人
形
（
40
歳
以
上
）
は
嶽
野
英
樹
（
長
野
）
が

優
勝
、
組
手
２
位
。
形
２
位
の
小
嶋
健
（
埼
玉
）
が
組
手
優

勝
と
な
っ
た
。

上／女子個人組手（40歳以上）、安藤陽子（埼玉）
が得意の突きで挑戦者を打ち破り、七連覇達成。

上／女子個人組手（55歳以上）決
勝は、昨年2位、空手歴20年の園部
真知子（神奈川）が清水いそ江（千
葉）に上段突きを連続で極め、優勝。

上／女子個人組手（60歳以上）
決勝は、澤田貞子（千葉・写
真右）が根本真理子（千葉）
に勝利。

上／女子個人組手（35歳以上）
は天野美陽（栃木）が優勝。「現
在は現役当時の30％位。形・組
手連覇を目指して頑張ります」

右
／
女
子
個
人
組
手
（
45
歳
以
上
）
決
勝
は
再
試
合
と
な
る
が
、

「
気
迫
負
け
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
野
田
留
美
子
（
福
岡
）

が
長
谷
川
由
美
（
兵
庫
）
に
上
段
突
き
を
極
め
て
、
四
連
覇
。
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山
が
千
葉
の
水
谷
に
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、

合
わ
せ
一
本
勝
（
４
ポ
イ
ン
ト
獲
得
）。

次
鋒
（
45
歳
以
上
自
由
組
手
）
は
、
千
葉
の
小

山
が
東
京
の
伊
藤
に
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、

合
わ
せ
一
本
勝
（
４
ポ
イ
ン
ト
獲
得
）。

中
堅
（
40
歳
以
上
形
）
は
、
千
葉
の
上
山
が
東

京
の
中
と
の
抜
塞
大
対
決
に
勝
利
し
、
４
ポ
イ
ン

ト
獲
得
（
旗
三
本
）。

副
将
（
50
歳
以
上
自
由
組
手
）
は
、
東
京
の
相

原
が
千
葉
の
横
須
賀
に
上
段
突
き
を
極
め
、
判
定

勝
（
２
ポ
イ
ン
ト
）。

こ
の
時
点
で
合
計
ポ
イ
ン
ト
は
８
│
６
、
千
葉

２
ポ
イ
ン
ト
リ
ー
ド
で
大
将
戦
（
55
歳
以
上
組
手
）

を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
後
は
一
つ
ず
つ
技
有
り
を
取
っ
た
後
、「
懐

が
深
か
っ
た
の
で
、
蹴
り
を
狙
っ
た
」
と
い
う
千

葉
・
小
宮
（
千
葉
）
が
森
田
昌
秋
に
中
段
蹴
り
を

極
め
、
一
本
勝
。
千
葉
が
12
│
６
で
東
京
を
下
し
、

四
連
覇
。

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
都
道
府
県
対
抗
（
女

子
）。
本
命
は
昨
年
４
連
覇
を
逃
し
た
埼
玉
。

今
大
会
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
埼
玉
は
、

主
軸
の
安
藤
を
中
心
に
栃
木
に
８
│
６
、
千
葉
に

８
│
４
で
勝
ち
、
決
勝
へ
。

決
勝
で
は
先
鋒
（
35
歳
以
上
組
手
）
を
落
と
す

も
、
中
堅
（
35
歳
以
上
形
）
で
埼
玉
の
大
野
が
東

京
の
工
藤
と
の
観
空
大
対
決
を
制
し
、
６
ポ
イ
ン

ト
獲
得
。

大
将
（
40
歳
以
上
組
手
）
は
埼
玉
の
安
藤
が
東

京
の
古
川
に
上
段
突
き
を
極
め
、
合
わ
せ
一
本
。

10
│
４
で
埼
玉
が
東
京
を
下
し
、
優
勝
し
た
。

女
子
個
人
形

都
道
府
県
対
抗

11
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
都
道
府
県
対
抗
（
男

子
）。
４
連
覇
を
狙
う
本
命
の
千
葉
が
準
決
勝
で

茨
木
に
10
│
６
で
勝
ち
、
今
年
も
決
勝
へ
。

対
戦
相
手
は
、
準
決
勝
で
は
栃
木
に
10
│
８
で

勝
っ
た
東
京
。

昨
年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
決
勝
戦
。

先
鋒
（
40
歳
以
上
自
由
組
手
）
は
、
東
京
の
丸

左
／
女
子
個
人
形
（
40
歳
以
上
）
は
、

安
藤
陽
子
（
埼
玉
）
の
七
連
覇
を
空

手
歴
６
年
の
白
水
要
子
（
福
岡
）
が

抜
塞
大
（
41
・
７
）
で
止
め
た
。

右
／
女
子
個
人
形
（
45
歳
以
上
）
は
、
空
手
歴
32
年
の
西

田
美
由
紀
（
滋
賀
）
が
五
十
四
歩
小
で
２
回
目
の
優
勝
。

上／団体組手でも活躍した天野美陽が女
子個人形（35歳以上）でも五十四歩小
で41.８を出し、2回目の優勝。

右
／
女
子
個
人
形
（
50
歳
以
上
）
は
、「
年
間
６
大
会
出
場
、
週
８
回
の
指
導
」
と
い
う
空

手
歴
42
年
の
小
西
康
子
（
福
岡
）
が
珍
手
（
41
・
７
）
で
五
連
覇
。

上／女子個人形（55歳以上）、
空手歴39年の大坂恵子（直轄
団体）が「下半身を安定させ、
緩急を注意した」という壮鎮
（42.3）で2回目の優勝。

上／女子個人形（60歳以上）
は、渡辺まり子（英国）が
「緩急を意識した」という珍
手で2回目の優勝。

上／都道府県対抗（女子）決勝・大将戦で安
藤（写真左）が東京の古川を下し、埼玉の優
勝を決める。

右
／
都
道
府
県
対
抗
（
男
子
）
決
勝
・
大
将
戦
、
千
葉
の
小
宮
の
中
段
蹴
り
が
極

ま
り
、
試
合
終
了
。

上／都道府県対抗（男子）決勝・次鋒
で勝利した千葉の小山。

左
／
都
道
府
県
対
抗
（
男
子
）
決
勝
、
中
堅
で
負
け
な
し
の

千
葉
・
上
山
。

左
／
都
道
府
県
対
抗
（
女
子
）
決
勝
・
中
堅

（
35
歳
以
上
形
）
で
貴
重
な
一
勝
を
挙
げ
た
埼
玉

の
大
野
。
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●男子40歳 ①小嶋健（埼玉）②嶽野英樹（長野）③鈴
木秋由（埼玉）、米良寿一（栃木）
●男子45歳 ①成澤誠一（宮城）②竪山龍一（千葉）
③岡部明（栃木）、富永義一(千葉）
●男子50歳 ①笹沼充夫（栃木）②塩田卓央（直轄）
③田中浩（新潟）、大日向剛(三多摩）
●男子55歳 ①横須賀秀夫（千葉）②小山孝一（千葉）
③池田欣也（直轄）、庄司快栄（千葉）
●男子60歳 ①高橋邦也（東京）②岩田純明（栃木）
③大谷章介（千葉）、堀田実（長野）
●男子65歳 ①根本功（千葉）②谷川幸男（千葉）③住
川稔（山口）、岸根長司(大阪）
●男子70歳 ①松井孝洋（青森）②神野勝（福岡）③伊
藤敏雄（静岡）、長久保雅生（神奈川）
●女子35歳 ①天野美陽（栃木）②加福美和子（青森）
③藤田園子（兵庫）、清水可奈（長野）
●女子40歳 ①安藤陽子（埼玉）②宮本洋子（静岡）
③白水陽子（福岡）、岡崎ゆかり（兵庫）
●女子45歳 ①野田留美子（福岡）②長谷川由美（兵庫）
③高野康子（三多摩）、西田美由紀（滋賀）
●女子50歳 ①古川和代（東京）②中澤悦子（東京）
③村津眞理子（兵庫）、横山順子（富山）
●女子55歳 ①園部真知子（神奈川）②清水いそ江（千
葉）③吉田美和（長野）、中島明美（熊本）
●女子60歳 ①澤田貞子（千葉）②根本真理子（千葉）
③渡辺まり子（英国）、久住泰子（兵庫）

●男子40歳 ①嶽野秀樹（長野）②小嶋健（埼玉）③上
山道憲（千葉）④渡辺直樹（愛媛）⑤秋廣哲次（長野）
⑥中浩之（東京）⑦大島由久（直轄）⑧三上寛之（埼
玉）
●男子45歳 ①加福明浩（青森）②大野広光（福島）
③丸岡昭彦（神奈川）④中畑桂（青森）⑤内山和俊
（東京）⑥成澤誠一（宮城）⑦南部直広（岐阜）⑧片
岡敬一（東京）
●男子50歳 ①真下宗司（群馬）②マークウォーターハ
ウス（兵庫）③浅井嘉彦（神奈川）④瀬戸長一郎（愛
知）⑤長南重一（福島）⑥小林嘉宏（新潟）⑦市毛悟
（茨城）⑧新恭三（直轄）
●男子55歳 ①小日向敏則（新潟）②小山孝一(千葉）
③横須賀秀夫（千葉）④古宮浩二（千葉）⑤森田昌秋
（東京）⑥村津慶紀（兵庫）⑦庄司快栄（千葉）⑧高
橋保行（群馬）
●男子60歳 ①古宇田巖（千葉）②大谷章助（千葉）
③岩田純明（栃木）④秋永弘（東京）⑤辻田新吉（宮
城）⑥ボリグランディ（兵庫）⑦佐々木潔（東京）⑧
古賀慶三（福岡）
●男子65歳 ①折目哲也（三多摩）②根本功（千葉）
③小沢英夫（三多摩）④谷川幸男（千葉）⑤藤田正晴
（茨城）⑥須藤紘二（秋田）⑦住川稔（山口）、三ツ本
武夫（三多摩）
●男子70歳 ①長久保雅生（神奈川）②神野勝（福岡）
③岩渕弘（大阪）④吉村国雄（兵庫）⑤甲地伯吏（静
岡）⑥茶谷繁（東京）⑦狩野政保（群馬）⑧篠井浩
（岡山）
●女子35歳 ①天野美陽（栃木）②小池泉（広島）③藤
田園子（兵庫）④櫻山智恵（愛知）⑤佐藤由香里（東
京）⑥鳥羽昭子（栃木）⑦加福美和子（青森）⑧大場
さや（三多摩）
●女子40歳 ①白水要子（埼玉）②安藤陽子（埼玉）
③青木麗子（直轄）④岡崎ゆかり（兵庫）⑤日野理香
（直轄）⑥宮前美和子（直轄）⑦松尾和子（直轄）
⑧上野純子（兵庫）
●女子45歳 ①西田美由子（滋賀）②安藤和恵（三多摩）
③野田留美子（福岡）④山田かね子（岐阜）⑤高野康
子（三多摩）⑥安保祥子（神奈川）⑦長谷川由美（兵
庫）⑧小倉恭子（三多摩）
●女子50歳 ①小西康子（福岡）②菊池たか子(新潟）
③村津眞理子（兵庫）④神田京子（茨城）⑤塚田千雪
（埼玉）⑥古川和代（東京）⑦横山順子（富山）⑧中
澤悦子（東京）
●女子55歳 ①大坂恵子(直轄団体）②古田祐子（東京三
多摩）③中島明美(熊本）④高草智子（広島）⑤清水
いそ江（千葉）⑥伊藤眞智子（埼玉）⑦吉田美和（長
野）⑧園部真知子（神奈川）
●女子60歳 ①渡辺まり子（英国）②菱木ひろみ（直轄）
③根本真理子（千葉）④福永信子（神奈川）⑤四宮弥
生(千葉）⑥石神和子（兵庫）⑦久住泰子（兵庫）
⑧八百田友江（広島）

●男子①千葉県②東京都③栃木県
●女子①埼玉県②東京都③千葉県

形 の 部

都 道 府 県 対 抗 戦

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★大 会 結 果

女子50歳組手

女子55歳組手

女子60歳組手

女子最高齢者

男子40歳組手

男子45歳組手

男子50歳組手

男子55歳組手

男子60歳組手

男子65歳組手

男子70歳組手

女子35歳組手

女子40歳組手

女子45歳組手

組 手 の 部
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男子40歳形

男子45歳形

男子50歳形

男子55歳形

男子60歳形

男子65歳形

男子70歳形

女子35歳形

女子40歳形

女子45歳形

女子50歳形

女子55歳形

女子60歳形

男子団体

女子団体
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総
本
部
指
導
員
が
高
校
生
を
指
導

初
日
の
４
日
は
合
同
稽
古
会
が
行
わ
れ
、
若
手

総
本
部
指
導
員
が
高
校
生
た
ち
を
直
接
指
導
し
た
。

男
子
組
手
は
根
本
敬
介
師
範
、
飯
村
吏
毅
哉
研

修
生
、
女
子
組
手
は
奥
家
沙
都
美
師
範
、
椎
名
舞

研
修
生
、
男
子
形
は
粂
田
力
指
導
員
、
女
子
形
は

栗
原
一
晃
師
範
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
午
前
10
時

か
ら
12
時
ま
で
２
時
間
み
っ
ち
り
行
わ
れ
た
。

指
導
員
た
ち
の
技
術
と
理
論
に
触
れ
た
高
校
生

た
ち
は
、
練
習
が
進
む
に
つ
れ
て
動
き
が
み
る
み

る
よ
く
な
り
、
実
り
の
多
い
一
日
と
な
っ
た
よ
う

だ
。稽

古
会
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

◆
男
子
組
手
／
根
本
敬
介

試
合
で
使
う
基
本
技
を
中
心
に
反
復
練
習
に
よ

っ
て
技
を
つ
く
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
戻
っ
て
も
根
気
よ
く
反
復
練
習
を
続
け

て
ほ
し
い
。

◆
女
子
組
手
／
奥
家
沙
都
美

基
本
か
ら
始
め
て
、
上
段
突
き
に
絞
っ
て
分
解

し
な
が
ら
細
か
く
指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
流
れ

の
中
で
来
た
ら
返
す
打
ち
込
み
の
練
習
を
し
ま
し

た
。

◆
男
子
形
／
粂
田
力

燕
飛
の
３
つ
、
４
つ
の
部
分
を
重
点
的
に
指
導

し
ま
し
た
。
カ
タ
に
は
ま
り
す
ぎ
て
キ
レ
イ
な
だ

け
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
身
体
の
使
い
方
や

力
の
出
し
方
を
と
く
に
指
導
し
ま
し
た
。

［男子］
優勝／御殿場西（静岡）
準優勝／世田谷学園（東京）
3位／宮崎第一（宮崎）
4位／東洋大学附属牛久（茨城）
5位／花咲徳栄（埼玉）
5位／常葉学園菊川（静岡）
5位／横浜創学館（神奈川）
5位／埼玉栄（埼玉）

［女子］
優勝／宮崎第一（宮崎）
準優勝／花咲徳栄（埼玉）
3位／神戸龍谷（兵庫）
4位／御殿場西（静岡）
5位／常葉学園菊川（静岡）
5位／星城（愛知）
5位／東洋大学附属牛久（茨城）
5位／作新学院（栃木）

大 会 結 果
上
／
女
子
組
手
の
決
勝
戦
は
、
宮
崎
第
一
（
宮
崎
）
と
花
咲
徳

栄
（
埼
玉
）
の
対
戦
と
な
り
、
対
戦
ス
コ
ア
３
ー
２
で
宮
崎
第
一

が
接
戦
を
も
の
に
し
た
。
写
真
は
、
優
勝
を
決
め
た
大
将
の
浜

砂
愛
里
（
宮
崎
第
一
／
左
）。

上／この大会は、総本部指導員により
運営され、前日の4日には若手総本部
指導員による高校生を対象とした合同
稽古会も行われた。写真は、現場を取
りしきる忠鉢考治指導員。

日
時
●
２
０
１
２
年
２
月
４
日
、
５
日
　
会
場
●
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館

去
る
２
月
４
日
と
５
日
に
か
け
、
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館
に
お
い
て
、

第
６
回
高
校
生
合
同
稽
古
会
及
び
交
流
試
合
が
行
わ
れ
た
。
４
日
は
総
本
部
指
導

員
に
よ
る
高
校
生
を
対
象
に
し
た
講
習
会
が
行
わ
れ
、
５
日
は
全
国
か
ら
強
豪
校

が
集
ま
っ
て
交
流
試
合
が
行
わ
れ
た
。

参加校（順不同）

御殿場西（静岡）、神戸科学技術
（兵庫）、埼玉栄（埼玉）、日本大
学鶴ヶ丘（東京）、世田谷学園
（東京）、常葉学園菊川（静岡）、
栄北（埼玉）、麗澤（千葉）、花咲
徳栄（埼玉）、星城（愛知）、東洋
大学附属牛久（茨城）、錦城（東
京）、松商学園（長野）、宮崎第一
（宮崎）、横浜創学館（神奈川）、
目黒学院（東京）、水戸女子（茨
城）、宇都宮文星女子（栃木）、作
新学院（栃木）、神戸龍谷（兵庫）

第
6
回
高
校
生
合
同
稽
古
会
及
び
交
流
試
合

右／男子組手の決勝戦は、御
殿場西（静岡）と世田谷学園
（東京）の対戦となり、副将
戦の時点で対戦スコア3ー0と
した御殿場西が優勝の栄冠を
つかみとった。写真は、優勝
を決めた副将・笹葉涼（御殿
場西／左）の上段突き。

文字アウト 
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◆
女
子
形
／
栗
原
一
晃

岩
鶴
を
指
導
し
ま
し
た
。
カ
タ
チ
に
と
ら
わ
れ

ず
、
組
手
を
や
っ
て
い
る
の
と
同
じ
感
覚
で
演
武

し
て
ほ
し
い
。
相
手
を
想
定
し
て
、
相
手
を
突
く

よ
う
な
突
き
で
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

御
殿
場
西
が
男
子
組
手
を
制
す

二
日
目
の
５
日
に
は
、
学
校
単
位
の
組
手
団
体

戦
に
よ
る
交
流
試
合
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
高
体

連
で
活
躍
す
る
強
豪
校
が
参
加
し
た
。
試
合
は
、

ま
ず
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
上

位
校
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
争
わ
れ
た
。

男
子
組
手
の
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
、
昨
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
王
者
の
世
田
谷
学
園
（
東
京
）

と
御
殿
場
西
（
静
岡
）
の
２
校
。

ま
ず
先
鋒
戦
は
伸
び
の
あ
る
上
段
突
き
で
ポ
イ

ン
ト
を
重
ね
た
五
明
宏
人
（
御
殿
場
西
）
が
６
│

３
で
小
澤
竜
也
（
世
田
谷
学
園
）
に
勝
利
す
る
と
、

次
鋒
の
小
野
田
守
徒
（
御
殿
場
西
）
も
投
げ→

突

き
で
二
つ
の
一
本
３
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
な
ど
９
│

３
で
鈴
木
伸
知
（
世
田
谷
学
園
）
に
勝
利
し
、
御

殿
場
西
が
一
気
に
王
手
を
か
け
る
。

そ
し
て
、
エ
ー
ス
対
決
と
な
っ
た
田
坂
叡
史

（
御
殿
場
西
）
と
杉
山
絹
人
（
世
田
谷
学
園
）
の

中
堅
戦
が
１
│
１
の
引
き
分
け
に
終
わ
る
と
、
副

将
の
笹
葉
涼
（
御
殿
場
西
）
が
５
│
２
で
末
廣
祥

彦
（
世
田
谷
学
園
）
を
下
し
、
３
勝
目
を
奪
取
。

こ
の
時
点
で
御
殿
場
西
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

女
子
は
宮
崎
第
一
が
優
勝

女
子
組
手
の
決
勝
は
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

王
者
の
花
咲
徳
栄
（
埼
玉
）
と
宮
崎
第
一
（
宮
崎
）

が
激
突
。

先
鋒
戦
は
、
我
妻
萌
乃
花
（
花
咲
徳
栄
）
が
上

段
蹴
り
を
極
め
る
な
ど
、
10
│

９
で
渡
邊
美
菜

（
宮
崎
第
一
）
と
の
乱
打
戦
を
制
す
る
が
、
次
鋒

戦
は
廣
瀬
朱
夏
（
宮
崎
第
一
）
が
二
つ
の
中
段
蹴

り
で
技
有
り
２
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
な
ど
、
９
│
４

で
吉
田
琴
美
（
花
咲
徳
栄
）
に
勝
利
す
る
。

続
く
中
堅
戦
は
投
げ→

突
き
と
上
段
蹴
り
で
二

つ
の
一
本
３
ポ
イ
ン
ト
を
奪
っ
た
高
橋
夏
樹
（
花

咲
徳
栄
）
が
９
│
１
で
花
車
李
（
宮
崎
第
一
）
に

快
勝
。
だ
が
、
副
将
戦
は
吉
留
由
唯
（
宮
崎
第
一
）

が
上
段
蹴
り
で
一
本
３
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
８
│

０
で
菊
池
咲
奈
（
花
咲
徳
栄
）
に
勝
利
し
、
両
校

と
も
一
歩
も
譲
ら
な
い
。

そ
し
て
、
浜
砂
愛
里
（
宮
崎
第
一
）
と
大
金
佐

和
子
（
花
咲
徳
栄
）
の
大
将
戦
。
浜
砂
は
序
盤
に

上
段
蹴
り
を
極
め
る
と
、
そ
の
後
も
攻
め
手
を
ゆ

る
め
る
こ
と
な
く
、
９
│
１
で
快
勝
。
こ
の
瞬
間

に
宮
崎
第
一
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

男子組手で優勝の栄冠に輝いた御殿場西（静岡）。

女子で準優勝となった花咲徳栄（埼玉）。

上／選手たちの激闘を称える大石
武士師範。

決勝戦の中堅戦は、杉山絹人（世田谷学園／右）と田坂
叡史（御殿場西）のエース対決となり、両者譲らず1－1
の引き分けに終わった。

男子で準優勝となった世田谷学園（東京）。

決勝戦の中堅戦は、エースの高橋夏樹（花咲徳栄）が
投げ→突きで一本3ポイントを奪うなど、9－1で花車李
（宮崎第一）に快勝した。

女子組手で優勝の栄冠に輝いた宮崎第一（宮崎）。
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

― 14 ―

「空手と同じで、日頃からの準備が大切だよ！」（栗原）

次の6点を用意して下さい！
①食料・水・防災用品を用意。
②燃料・エネルギー (灯油・ボンベ・固形燃料・点
火剤など) を備える。
③手元の現金に余裕を持たせておく(盗難には十分
ご注意の上)。
④処方薬を備える。
⑤家族で話し合い、避難場所や役割分担を確認する。
⑥隣近所との助け合いがスムーズに行える環境を日
頃から作っておく。

栗原一
晃選手

に聞く
！ 

栗原一
晃選手

に聞く
！ 

家庭でもできる防災対策、
まず大切なのは？

具体的に何を用意すれば
いいの？

もしもの時に役立つ防災グッズ
を左ページのチェックリストで
紹介していきましょう！

p1と14-20のみ使用  12.3.8 9:39 PM  ページ 14
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手に聞
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水・飲料 
米・餅・お粥・パックご飯 
乾パン・缶詰 
レトルト食品・インスタント食品 
パスタ・パスタソース 
魚肉ソーセージ 
チョコレート・クラッカー・ドライフルーツ 
紙食器・割り箸 
ラツプ 
缶切り・栓抜き・ナイフ 
ポリ袋 
ウェットティッシュ 
タオル 
ポリタンク 
灯油用タンク 
カセットコンロ・ボンベ 
ライター・マッチ・チャッカマン 
軍手 
新聞紙・段ボール 
懐中電灯 
ラジオ 
乾電池 
発電式ラジオ&ライト 
カイロ 
救急用品・薬 
マスク 
紙おむつ 
トイレットペーパー 
ドッグ・キャットフード 

1人1日約3リットル必要です 
腹もちがよいのが特徴です 
約3～5年間保管可能 
品質保持期限の確認を忘れずに 
水や加熱器具と一緒に準備しましょう 
手軽に素早く食べられます 
それぞれ品質保持期限を確認しましょう 
万一水道が止まった時の使い捨て用に便利 
食料保存、皿に敷くなど衛生面で便利 
万能ナイフが便利です 
ゴミ入れ、水入れ、防寒用、雨具に 
万一水道が止まった時に便利 
体を拭いたり、マスクとしても使えます 
蛇口のついたものが便利です 
灯油は普段より多めに蓄えましょう 
非常時、ガスを使わずに調理できます 
万一ガス、電気が止まった時に便利 
非常時の作業でケガを防ぎます 
防寒用、簡易トイレなどに 
家族分の本数を揃えると安心です 
電池式のものを揃えましよう 
ラジオや『懐中電灯と一緒に準備しましよう 
電池がない時でも安心 
非常時の防寒用に便利 
ばんそうこう、消毒液、常備薬などを 
建物が壊れた時の粉塵対策として 
乳幼児や老人用のものを 
食器の汚れをふきとったりと節水にも 
ペットの防災準備も確認しましょう 

チェック 
欄 非常食品・非常用品 ポイント 

『もしも』の備えは万全かな？ 『もしも』の備えは万全かな？ 今すぐできる防災対策 
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秋
季
国
内
外
全
国
合
同
合
宿
は
、
世
界
お
よ

び
全
国
都
道
府
県
会
員
の
技
術
の
統
一
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
重
要
な
合
宿
で
す
。

弐
段
以
上
な
ら
ば
、
参
加
資
格
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
合
宿
の
内
容
は
①
技
術
講
習
会
②
昇

段
審
査(

四
段
以
上)

③
資
格
審
査
。

午
前
・
午
後
に
講
習
会
が
一
回
ず
つ
行
わ
れ

（
計
７
回
）、
平
行
し
て
、
昇
段
審
査
・
資
格
審

査
・
実
技
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
。

第
一
回
（
平
成
23
年
10
月
６
日
午
前
）弐

・
参
段

（
二
十
四

歩
）、
四
段

（
壮
鎮
）
、

五
段
（
抜

塞
小
）、
六

段

以

上

（
五
十
四
歩

去
る
平
成
24
年
１
月
23
日
（
月
）
〜
29
日

（
日
）、
毎
年
恒
例
の
寒
稽
古
が
総
本
部
道
場
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
毎
朝
七
時
前
に
集
合
。
東
京
ド
ー

ム
の
周
り
を
「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
い
う
大
き
な

声
を
出
し
な
が
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
そ
の
後
に

道
場
で
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
、
気
温
が
低
く
、
雪

も
降
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
凍
結
す
る
と

い
う
事
態
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
寒
さ
に
負

け
ず
多
く
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
神
社
に

参
拝
し
、
総
本
部
に

戻
っ
た
後
は
植
木
政

明
・
首
席
師
範
が
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

稽
古
後
は
道
場
に

お
い
て
、
親
睦
会
が

総
本
部
寒
稽
古

秋
季
国
内
外
全
国
合
同
合
宿

開
か
れ
、
指
導
員
特
製
白
菜
鍋
、
カ
レ
ー
等
が

振
舞
わ
れ
、
一
週
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
勤
の
参
加
者
に
は
植
木
首
席
師
範

か
ら
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

52
年
間
、
精
勤
の
関
根
さ
ん
は
恩
年
79
歳
。

今
年
も
元
気
に
参
加
さ
れ
生
涯
武
道
を
貫
く
姿

に
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
）

第
二
回
（
10

月
６
日
午
後
）

弐

・

参

段

（
壮
鎮
）
、
四

段
（
二
十
四

歩
）
、
五
段

（
五
十
四
歩

大
）、
六
段
以

上
（
抜
塞
小
）

第
三
回
（
10

月
７
日
午
前
）

基
本
組
手

第
四
回
（
10

月
７
日
午
後
）

審
判
講
習
会

第
五
回
（
10

月
８
日
午
前
）

受
験
者
の
た

め
の
形

第
六
回
（
10

月
８
日
午
後
）

形第
七
回
（
10

月
９
日
午
前
）

組
手植

木
政
明
・

首
席
師
範
は
「
緩
急
が
大
切
で
す
。
指
導
者
は

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
、
号
令
を
用
い
、
会
員

の
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
的
確
な
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
ア
ナ
ン
ト
・
ラ
ト
ナ
ー
氏
（
イ
ン

JKAの中心地 

総本部便り 
JKAの中心地 

総本部便り 

ランニングの様子。

5年以上の皆勤賞の方々。

今回の合宿に参加した皆さん。

料理を振舞う平山裕子指導員。

バランスに留意し、細かな部
分まで気を抜かず、正しい技
を行うことの重要性を説いた
植木政明・首席師範。

会員を激励する中原伸之・
会長。
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中

原

伸

之
・
会
長
が

「
さ
ら
な
る
武

道
空
手
の
普

及
発
展
、
品

格
の
あ
る
青

少
年
の
育
成
、

会
員
同
士
・

地
域
社
会
と

の
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。

岩

松

良

彦
・
副
会
長

の
乾
杯
挨
拶

後
、
出
席
者

は
新
年
の
挨

拶
を
交
わ
し

つ
つ
、
空
手

談
義
に
花
を

咲
か
せ
る
こ

と
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
は
森

俊
博
・
専
務

理
事
が
「
今

年
は
対
外
試

合
も
含
む
数
多

く
の
大
会
に
選

手
を
送
り
出
し

た
い
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
は
惜
し

み
ま
せ
ん
」
と

力
強
く
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
式

典
は
幕
を
閉
じ

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

― 17 ―
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去
る
１
月
８
日
（
日
）、
総
本
部
道
場
に
て
、

稽
古
始
め
お
よ
び
鏡
開
き
が
開
催
さ
れ
、
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
12
時
よ
り
始
ま
っ
た
稽
古
始
め
で
は
、

植
木
政
明
・
首
席
師
範
よ
り
、「
基
本
も
組
手

稽
古
始
め
・
鏡
開
き

中
達
也
師
範
、静
岡
県
で
講
演

も
同
じ
、

崩
し
て
は

な
ら
な
い
。

ま
た
、
日

本
空
手
協

会
は
蹴
り

が
特
徴
の

一
つ
、
突

き
の
三
倍

練
習
し
て

下
さ
い
」

と
の
指
導

を
受
け
た

会
員
は
短

い
時
間
の

中
で
、
懸

命
に
汗
を

流
し
ま
し

た
。続

い
て
、

恒
例
と
な

る
総
本
部

指
導
員
の
演
武
が
次
の
順
番
で
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

①
椎
名
舞
・
本
部
研
修
生
〈
壮
鎮
〉

②
粂
田
力
・
総
本
部
指
導
員
〈
雲
手
〉

③
忠
鉢
考
治
・
総
本
部
指
導
員
、
飯
村
吏
毅

哉
・
本
部
研
修
生
〈
立
ち
捕
り
〉④

栗
原
一
晃
・

総
本
部
指
導

員
、
上
田
大

介
・
総
本
部
研

修
生
〈
椅
子
捕

り
〉午

後
１
時
か

ら
は
「
鏡
開

き
・
式
典
」
が

総
本
部
三
階
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

懇親会にて乾杯の音頭をとっ
た大坂可治・副首席師範。

花伝書も引用する森俊博・専
務理事。

合宿10回目の参加メンバー。

忠鉢考治・総本部指導員、飯村吏毅
哉・本部研修生の立ち捕。

椎名舞・本部研修生
の壮鎮。

粂田力・総本部指導員
の雲手。

初稽古は慈恩と観空大で締めくくられた。

会長、首席師範も指導員お手製のお汁粉に舌鼓を
打ちました。

岩松良彦・副会長。無心の境地を説く森俊
博・専務理事。

親交を深める会員の皆さん。

特別審査権を得たメンバー。

ド
出
身
）
は
終
了
後
「
稽
古
を
通
じ
て
、
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
が
掲
げ
る
精
神
に
つ
い

て
再
確
認
で
き
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

去
る
１
月
20
日
（
金
）、
静
岡
県
・
島
田
市

六
合
中
学
校
の
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
中
達
也

師
範
が
講
演
会
を
行
っ
た
。

生
徒
約
４
０
０
名
を
前
に
し
た
中
師
範
は
、

武
術
か
ら
武
道
へ
至
る
歴
史
や
日
本
独
自
の

型
、
正
座
や
イ
ス
の
座
り
方
、
立
ち
振
る
舞
い

等
と
共
に
「
武
道
は
勝
ち
負
け
よ
り
も
礼
儀
を

重
ん
じ
る
」
と
ス
ポ
ー
ツ
と
の
違
い
を
説
明
。

「
武
道
は
道
を
究
め
る
こ
と
が
目
的
。
勝
利
し

て
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

を
高
め
て
く
れ
た
対
戦
相
手
に
感
謝
す
る
心
を

持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
語
り
か
け
た
。

生
徒
達
の
興
味
を
高
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
中
師
範
は
実
技
を
伴
い
な
が
ら
、
心
と
体

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
教
え
始
め
た
。

基
本
は
”
姿
勢
の
正
し
さ
“
で
あ
る
。

「
普
段
の
姿
勢
が
悪
い
と
入
っ
て
く
る
情
報

（
気
付
き
）
が
少
な
い
し
、
い
ざ
と
い
う
場
面

で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
熱
弁
を
ふ

る
う
中
師
範
。

最
初
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
生
徒
も
い
た
そ
う

だ
が
、
姿
勢
を
正
す
た
び
に
瞳
に
光
が
甦
り
、

１
時
間
30
分
の
講
演
会
は
盛
況
の
内
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

終了間際「昨日の我に今日は克つべし」と柳生新陰流
宗家の家訓を贈り、日々努力することの重要性を説い
た中師範。
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ノ
ル
ウ
ェ
ー

25
周
年
記
念

合
宿
開
催

去
る
11
月
24

〜
27
日
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
ベ
ル
ゲ
ン
に
て
、
25
周
年
記
念
合
宿

が
開
催
さ
れ
、
17
カ
国
か
ら
６
０
０
名
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
の
総
本
部
か
ら
は
植
木
政
明
・
首
席
師

範
を
は
じ
め
、
井
村
武
憲
、
中
達
也
、
谷
山
卓

也
、
尾
方
弘
二
、
大
隈
広
一
郎
、
根
本
敬
介
、

奥
家
沙
都
美
、
猪
越
悠
介
、
忠
鉢
考
治
（
全
て

総
本
部
指
導
員
）、
椎
名
舞
（
研
修
生
）
ら
が

招
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
は
、
ベ
ル
ゲ
ン
で
最
も
大
き
な
体

育
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
館
は
２
０
０
５
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選

手
権
が
行
わ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

都
心
か
ら
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
り
、
５
分

間
隔
で
体
育
館
行
き
の
列
車
が
走
っ
て
い
る
な
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

ど
、
交
通
の
便
も
良
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

主
な
宿
泊
施
設
は
、
ベ
ル
ゲ
ン
の
中
央
に
位

置
す
る
ス
カ
ン
デ
ィ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
・
ベ
ル
ゲ

ン
・
シ
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

７
つ
に
ク
ラ
ス
分
け

稽
古
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
。

24
日
（
木
）
午
後
５
時
か
ら
８
時

25
日
（
金
）
午
後
５
時
か
ら
８
時

26
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
、
午
後

１
時
半
か
ら
午
後
２
時
半
、
午
後
３
時
か
ら
は

国
際
親
善
団
体
組
手

27
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
、
午
後

１
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で
は
昇
級
昇
段

土
曜
日
に
は
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

最
初
の
稽
古
で
は
、
植
木
首
席
師
範
が
全
体

の
指
導
を
行
い
、
基
本
の
大
切
さ
を
説
き
ま
し

た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ス
①
四
段
以
上
②
二
〜
三

段
③
初
段
④
茶
帯
（
１
〜
３

級
）
⑤
青
帯
（
４
〜
５
級
）

⑥
緑
帯
（
６
〜
７
級
）
⑦
黄

帯
（
８
〜
10
級
）
に
別
れ
、

稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
訪
れ
た
指
導
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
溢
れ
る

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
谷
山
師
範
は
壮

鎮
、
根
本
師
範
は
、
抜
塞
大

と
平
安
五
段
を
指
導
。
構
え

か
ら
構
え
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
す
る
た
め
に
必
要
な
軸
足

の
使
い
方
、
素
早
い
手
刀
受

け
等
を
学
び
ま
し
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
長
期
滞
在
経
験
を
持
つ
尾
方

師
範
は
、
大
人
気
で
し
た
。

寄
り
足
を
用
い
た
組
手
の
攻
防
を
指
導
し
た

の
で
す
が
、
参
加
者
は
「
尾
方
師
範
の
指
導
は

我
々
に
他
人
へ
の
感
謝
と
尊
敬
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
道
場
の
外
で
も
我
々
の
言
動
が
他
人
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術

こ
そ
が
空
手
か
ら
真
に
学
ぶ
べ
き
事
だ
と
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。映

画
ス
タ
ー
と
し
て
、
名
を
馳
せ
る
中
師
範

は
、
古
来
の
持
つ
武
道
の
動
き
で
我
々
を
驚
か

せ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
鉄
騎
三
段
は
　
普
段
よ
く
行
う

型
で
す
が
、
我
々
が
意
識
し
た
こ
と
の
な
い
価

値
観
の
動
き
を
学
び
、
武
道
の
動
き
と
は
奥
深

い
も
の
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し

た
。井

村
師
範
と
は
、
十
手
に
必
要
な
パ
ワ
ー
と

柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
の
稽
古
を
幾
つ
か
学
び

ま
し
た
。

二
人
組
と
な
り
、
一
人
を
抱
え
な
が
ら
、
騎

馬
立
ち
を
行
う
な
ど
、
厳
し
い
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
（
抱
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
方
も
腹
筋
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
）、
週
末
の

筋
肉
痛
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
抗
戦
で
は
日
本
が
優
勝

最
終
日
の
二
日
前
に
、
国
別
対
抗
の
団
体
組

手
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
、
英
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド
イ
ツ
が
参

加
し
ま
し
た
。

開
催
国
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
応
援
に
応

え
、
強
い
精
神
力
で
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
最
後

は
Ｊ
Ｋ
Ａ
全
国
大
会
王
者
、
世
界
王
者
を
擁
す

る
日
本
が
優
勝
し
ま
し
た
。

日
本
人
選
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
間
合
い
の
取

り
方
、
直
線
的
な
素
早
い
動
き
に
目
を
見
張
り

ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
団
も
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
日
本
を
苦
し

め
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
ル
ゲ
ン
は
美
し
い
都
市
を
稽
古
の

後
に
友
人
と
探
索
す
る
こ
と
は
楽
し
み
で
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
眺
め
を
堪
能
す
る
た
め
に
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
た
り
、
新
鮮
な
シ
ー
フ
ー

ド
を
食
べ
た
り
し
て
、
空
手
以
外
の
時
間
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

互
い
の
友
情
と
絆
を
深
め
、
武
道
空
手
に
関

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

25
周
年
記
念
合
宿
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
・
Ｊ
Ｋ
Ａ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

大
隈
師
範
、
オ
マ
ー
ン
で

指
導去

る
２
０
１
１
年
10
月
17

〜
21
日
、
オ
マ
ー
ン
国
・
第

二
の
都
市
で
あ
る
ニ
ズ
ワ
に

て
活
動
す
る
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ニ
ズ
ワ
空
手
ク
ラ

ブ
は
、
日
本
空
手
協
会
総
本
部
か
ら
、
大
隈
広

一
郎
・
総
本
部
指
導
員
（
六
段
）
を
招
き
、
５

日
間
の
湾
岸
地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。今

回
の
合
宿
に
は
、
オ
マ
ー
ン
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
か
ら
約
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
数
人
の
オ
マ
ー
ン
の
政
府
高
官
が
、

オ
マ
ー
ン
と
日
本
と
の
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
、
合
宿
の
開
会
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

大
隈
師
範
は
、
多
く
の
国
際
的
な
空
手
セ
ミ

ナ
ー
を
成
功
さ
せ
た
実
績
を
持
ち
、
参
加
者
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

彼
の
卓
越
し
た
技
術
力
と
指
導
方
法
は
、
参

合宿に参加した皆さん。普段は見ることのない指導員稽古では、
激しい地稽古に目を奪われました。

From
JKAノル
ウェー

広大な広さの体育館で行われました。

From
ＪＫＡ
オマーン

ノルウェーの責任者であるラーセ
ン師範と井村師範。
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加
者
に
レ
ベ
ル
の
向
上
を
促
し
、
型
の
練
習
時

に
は
国
や
言
語
を
超
え
、
皆
で
一
体
と
な
っ
て

動
く
喜
び
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
誠
心
誠
意
溢
れ

る
大
隈
師
範
の
熱
意
は
、
我
々
の
集
中
力
を
高

め
、
さ
ら
に
は
空
手
を
学
ぶ
こ
と
が
、
た
だ
汗

に
必
要
な
伸
張
と
収
縮
で
し
た
。
こ
れ
を
我
々

は
大
隈
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
呼
び
ま
し
た
。

１
月
８
〜
９
日
は
基
本
お
よ
び
平
安
初
段
〜

五
段
の
修
正
に
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

大
隈
師
範
は
力
や
ス
ピ
ー
ド
、
今
回
の
我
々

が
テ
ー
マ
と
し
た
伸
張
と
収
縮
を
意
識
さ
せ
、

初
心
者
や
子
供
達
で
も
迷
い
な
く
動
け
る
よ
う

に
導
く
と
同
時
に
、
間
違
え
や
す
い
ポ
イ
ン
ト

も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

10
日
か
ら
は
、
基
本
、
型
の
他
に
二
人
組
と

な
っ
て
、
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
隈
師
範
が
、
我
々
の
た
め
に
用
意

し
て
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。

基
本
を
組
み
合
わ
せ
、
攻
撃
、
ブ
ロ
ッ
ク
と

反
撃
を
行
う
の
で
す
が
、
全
て
平
安
と
鉄
騎
初

段
の
中

に
あ
る

技
を
組

み
合
わ

せ
、
我
々

に
今
回

の
テ
ー

マ
に
即

し
た
動

き
で
、

根
幹
の

大
切
な

部
分
を

気
付
か
せ

よ
う
と
し

て
く
れ
ま

し
た
。

二
十
四

歩
、
五
十

四
歩
大
や
、

組
手
の
稽

古
も
行
い

ま
し
た
が
、

大
隈
指
導

員
は
全
て

を
説
明
す

る
の
で
は

を
流
す
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
性
や
規
律
を
磨

く
特
別
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
昇
級
・
昇
段
試
験
も
行
わ
れ
、
35
人

の
う
ち
、
23
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ク
で
合
格

し
ま
し
た
。

大
隈
師
範
は
幾
度
も
、「
真
摯
に
稽
古
す
れ

ば
、
オ
マ
ー
ン
に
は
世
界
で
最
高
レ
ベ
ル
の

空
手
家
を
排
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
言

い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
に
応
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
オ
マ
ー
ン
）

第
３
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド

２
０
１
２
年
冬
季
キ
ャ

ン
プ去

る
１
月
８
〜
12
日
ま

で
G
C
C
ク
ラ
ブ
（
ム
ン

バ
イ
）
は
、
日
本
空
手
協
会
総
本
部
か
ら
、

大
隈
広
一
郎
・
師
範
（
六
段
）
を
招
い
て
、
第

３
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
２
０
１
２
年
冬
季
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
大
隈
先
生
か
ら
何
を
学
び
と
る
か
」、
い
つ
も

我
々
は
テ
ー
マ
を
持
っ
て
、
合
宿
に
臨
む
の
で

す
が
、
今
回
重
要
視
し
た
の
は
、
空
手
の
動
き
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「オマーン国の面積は31万平方キロメートル（日本の約4分の3）、人口287万
人、首都はマスカットで言語はアラビア語です」（大隈）

今回も伝統の動きと正しい体の使い方、日々の稽古の重
要性が伝えられた。

From
ＪＫＡ
インド

オマーンの文化的で自然な名所を訪れ、料理に舌鼓を
打った大隈師範。

組手ではスピードと反射、接近戦のカウンター（逆突
き）など、大隈師範の先生である船越義珍先生からイ
ンスピレーションを受けた練習も行いました。

空手の動きを高めるために必要な伸張と収
縮の動き、合宿の間もその重要性を大隈師
範は言い続けました。

な
く
、
三
分
の
二
程
度
、
つ
ま
り
我
々
が
自
主

的
に
気
付
く
よ
う
に
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
我
々
は
大
隈
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
も

ち
ろ
ん
、
参
加
者
全
て
が
技
術
・
精
神
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
昇
級
昇
段
テ
ス
ト
を
受
け
、
審
判

の
資
格
保
持
者
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大

隈
師
範
の
真
摯
な
態
度
と
卓
越
し
た
指
導

法
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
対
す
る
愛
情
に
尊
敬
の
念
を
抱

く
と
共
に
、
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
総
本
部
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
　
ミ
ラ
ノ
・
ト

リ
ベ
デ
ィ
）

Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
国
内
合
宿
と
全
国
大
会
を

開
催去

る
１
月
22
日
〜
25
日
ま
で
、
イ
ン
ド
・
コ

ル
カ
タ
に
て
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
第
29
回
国
内
合

宿
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ル
カ
タ
は
、
イ
ン
ド
北
東
部
の
商
工
業
都

市
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
三
角
州
分
流
フ
ー
グ
リ
川

左
岸
に
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
の
経
済
・
学
術
・
文
化
の
中
心
で
あ

り
、
１
９
１
２
年
ま
で
イ
ン
ド
総
督
府
が
あ
り

ま
し
た
。

人
口
、
行
政
区
４
５
７
万
、
都
市
圏
１
３
２

１
万
を
超
え
、
旧
称
は
カ
ル
カ
ッ
タ
で
す
。

４
日
間
の
合
宿
に
は
、
日
本
の
総
本
部
よ
り

大
坂
可
治
・
副
首
席
師
範
を
お
招
き
し
ま
し

た
。初

日
は
大
学
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
の
で
す

が
、
上
半
身
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
腰
の
回
転

と
、
骨
盤
、
背
中
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。基

本
を
大
切
に
す
る
大
坂
師
範
は
、
様
々
な

方
向
に
変
化
す
る
た
め
に
必
要
な
軸
足
に
つ
い

て
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

小
さ
な
子
供
達
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、

大
坂
師
範
は
突
き
・
蹴
り
・
打
ち
・
受
け
の
正

し
い
方
向
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
、
ま
た
二
人
組
の
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審
判
資
格

の
セ
ミ
ナ

ー
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

26
日
〜

28
日
は
、

Ｊ
Ｋ
Ａ
イ

ン
ド
の
29

回
目
の
全

国
大
会
が

開
催
さ
れ
、

９
３
４
名

が
参
加
し

ま
し
た
。

就
任
式
の
後
、
大
坂
先
生
は
少
し
ば
か
り
観

光
を
し
て
、
夕
方
に
東
京
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

大
坂
先
生
の
情
熱
は
、
子
供
か
ら
上
級
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ま
で
２
２
４
人
の
参
加
者
全
員

を
魅
了
し
、
忘
れ
が
た
い
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
総
本
部
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
今
後

も
大
坂
先
生
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
指
導
者
を

派
遣
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま

す
。（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
　
ア
ナ
ン
ド
・

ラ
ト
ナ
）
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●六段／OSTERKAMP TORIBIO、ROEUNG SOMANTHA
（ドイツ）
●五段／本多正昭（伊勢原）、PEKNIC JOSEF、LEITNER
ANDREAS（チェコ）、NESPER ALFRED、FRITZ UDO、
FAJER LOTHAR、KRINGE ROLF-WALTER、LAND-
GRAF ERICH（ドイツ）、JOHN CANTWELL（イギリス）、
MANSOUR AHMED（ベルギー）、SCOTT DECUIR（アメ
リカ）、SIRCLARE K.ROBERTS（アンティグア）、HELEN
STONE、JIMMY JUNO（アメリカ）、SHIMSHON HAMI-
NA（イスラエル）、櫻井秀之（日本大学松戸歯学部）、岡田和
浩（浜松中央）、竹中拓也（婦中）、高木智（笹神）、若林克次
（伏見）、藤井隆生（西舞鶴）、吉村幸男（神戸中央）、ドゥーナ
ン・クリス（旭）

●四段／野口裕（本部）、小田澤和久（三菱）、田中克幸（柳川）、
山下慎司（宗拳会）、阿南哲也（大分南）、野島康敬、小林宏樹
（小倉北）、山口明（明正館）、井本信也（人吉北）、丸林康展、
播磨正昭（福岡）、廣田恵（緑）、櫻山智恵（名古屋中川）、京
極史華（愛空会）、松村秀弓（天白）、平和人（熊野）、樋口栄
一（四日市）、坂本春男（小古曾）、森祐二（岐西）、井上雅司、
南部直弘（岐東）、大竹泰彦（多治見北）、山岡一信（岐東）、
山内努（上市）、木内純（小諸）、板野嘉信、水間貴保（長田）、
木村諭（京橋）、細見裕弘（福知山）

●三段／増田貴久（三菱）、高岡正人（池上）、大濱馨（三菱）、佐
伯敏雄（小金井）、桜井夏海（本部）、森金隼人（白山）、伊保
貴史（防衛大）、増田勇人（藤枝南）、内村元美（沖代）、神田
真奈美（大分南）、岩村幸吾、岩丸龍吾（小倉南）、吉田紘晃
（福岡）、佐々木真士（大分市）、清水誠吾（八空会）、本村豪経
（城南）、松原啓太（高知）、石川純子（八雲）、長内いずみ（福
島）、松浦秀昭（富士宮）、伊藤直哉、伊藤有哉、千葉朱里（青
南）、伊藤友騎、新藤健人（福源院）、大芝哲（中巨摩）、渡辺
了朗、佐藤夏実（都筑）、長牛徳光（八戸中央）、小村真未、駒
崎佑行（金沢）、安念尚弘（勝道館）、渡辺智康（七塚）、上前
誠吾（内灘）、武田行正（白山）、吉野正則（高松）、飯島崇
（市原秋有空手クラブ）、近藤奈美（小牧）、白川一成（天白）、
藤井敏正（群上）、中篠孝美、杉山勝彦（新小岩）、雑賀一行
（稲城）、大日向剛（国分寺）、浜橋修（北浦和）、佐藤和子（西
浦和）、澤山厚子（浦和謙武）、柴垣利文（南越谷）、張金玉（横
浜）、嵯峨真一（松川）、塚原結基（哲士会）、中野健治（泉加
茂）、千原伸仁（長岡京）、横山順子（風空会）、竹内理奈（婦
中）、谷川弘（スポーツアカデミー）、横山和人（風空会）、中
村政雄、永井秀宗（スポーツアカデミー）、柴田博之（都南）

昇 段 者

●3日（土）定期理事会　総本部道場
●11日（日）高校生合宿
●17日（土）･18日（日）小･中学生合宿　

総本部道場
●20日（火・祝日）小･中学生合宿　総本部道場
●24日（土）･25日（日曜日）小･中学生合宿　

総本部道場
4月
●12日（木）～15日（日）春季国内外全国合宿

総本部道場
●15日（日）合同慰霊祭　総本部道場
●29日（日）船越義珍最高師範慰霊祭（松濤祭）

円覚寺
5月
●2日（水）日本空手協会創立記念日
●27日（日）定期昇段審査会　総本部道場
6月
●10日（日）関東学生会定期リーグ戦　未定
●23日（土）社員総会・定期理事会　

総本部会議室
●30日（土）第55回全国空手道選手権大会

東京体育館
7月
●1日（日）第55回全国空手道選手権大会

日本武道館
●28日（土）･29日（日）
第55回小学生・中学生全国空手道選手権大会　
長野オリンピック記念アリーナ・エムウェーブ

行事予定
3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

ド
リ
ル
も

沢

山

行

い
、
正
し

い

姿

勢

（
バ
ラ
ン

ス
）
で
行

う
こ
と
の

大
切
さ
を

理
解
さ
せ

ま
し
た
。

二
日
目

の
ト
レ
ー

ニ

ン

グ

は
、
巨
大
な
体
育
館
で
移
動
基
本
を
行
い
ま
し

た
。移

動
基
本
に
関
し
て
も
、
前
後
の
移
動
中
に

お
け
る
軸
足
や
筋
肉
の
使
い
方
を
事
細
か
に
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ド
リ
ル
や
平
安
の
型

（
分
解
を
含
む
）
の
稽
古
で
は
、
正
し
い
動
き

を
反
復
す
る
と
同
時
に
速
度
を
高
め
、
体
を
伸

張
・
収
縮
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
稽
古

も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
体
を
い
か
に
収
縮
・
伸
張
さ
せ
る
か

と
い
う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
、
上
段
蹴
り
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

我
々
が
仰
天

し
、
思
わ

ず
拍
手
が

出
る
ほ
ど

の
近
距
離

か
ら
の
横

蹴
り
や
廻

し
蹴
り
を

見
せ
て
頂

き

ま

し

た
。三

日
目

は
主
に
組

手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

ま
ず
は
二
日
目
に
学
ん
だ
距
離
と
タ
イ
ミ
ン

グ
の
原
則
を
確
認
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
・

ド
リ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
前
日
に
学
ん
だ
基
本
の
原
則
を
用

い
た
攻
防
ド
リ
ル
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

段
ご
と
に
別
れ
、
四
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
と
な

り
ま
し
た
。

午
後
は
型
の
稽
古
で
す
。
筆
記
試
験
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
昇
級
昇
段
と
資
格
試
験
に
費
や

さ
れ
ま
し
た
。

昇
級
昇
段
の
た
め
の
得
意
型
の
直
前
講
座
や

大坂先生の伝説的な技を学び取るため、参加者
は到着を心待ちにしていました。

驚異的な演武と熱意ある教育で皆を感動させ、
心を鷲掴みにしました。

大坂先生は休憩時間でも中心軸や脚力の使い方
など、我々に小さなヒントを与え続けました。
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